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編
集
後
記

　先
日
、
あ
じ
さ
い
聖
苑
の
管
理
者
の

方
と
お
話
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の

方
に
よ
る
と
、「
あ
じ
さ
い
聖
苑
は
単

な
る
火
葬
場
で
は
な
く
、
お
別
れ
を
き

ち
ん
と
行
う
空
間
」
と
話
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
お
別
れ
の
空
間
を
「
無
言

の
表
現
」
と
も…

。
と
て
も
共
感
で
き

る
言
葉
で
し
た
。
人
生
終
焉
の
場
が
、

そ
う
い
っ
た
方
の
手
で
運
営
さ
れ
て
い

る
事
に
安
心
と
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　（
原
田
）

　安
芸
高
田
市
児
童
・
生
徒
自
画
像
展

作
品
の
表
彰
式
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　入
賞
・
入
選
さ
れ
た
自
画
像
作
品
は
、

自
分
の
顔
を
写
生
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

特
徴
を
と
ら
え
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て

お
り
、
絵
の
セ
ン
ス
の
な
い
自
分
に

と
っ
て
は
ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　７
段
の
ひ
な
人
形
の
前
で
、
は
に
か

み
な
が
ら
お
し
と
や
か
に
ポ
ー
ズ
を

取
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
高
宮
町
在

住
の
菊
野
花
音
ち
ゃ
ん
と
菊
野
花
怜

ち
ゃ
ん
双
子
姉
妹
。
家
族
の
方
の
温
か

い
愛
情
に
包
ま
れ
て
す
く
す
く
成
長
し

て
い
ま
す
。
特
に
お
父
さ
ん
の
娘
さ
ん

に
対
す
る
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
撮
影

で
し
た
。
そ
ん
な
お
父
さ
ん
の
姿
を
見

て
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
が
写
真
に
添
え
て

あ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
す
。
娘
を
持

つ
お
父
さ
ん
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

き
く
　の

　か
　の
ん

き
く
　の

　か
　れ
ん

シリーズ 第2回

　「
石
敷
区
画
」
は
後
円
部
墳
頂
南
東

側
で
確
認
さ
れ
た
家
形
埴
輪
５
基
を
そ

の
区
画
内
に
配
列
し
た
祭
祀
遺
構
と
み

ら
れ
る
遺
構
で
す
。
長
辺
６
・
３
ｍ
、

短
辺
は
約
３
ｍ
（
南
東
の
一
辺
が
後
世

に
削
ら
れ
て
い
ま
す
）
の
範
囲
に
お
も

に
15
㎝
〜
30
㎝
大
の
河か
わ
ら原
石い
し

を
石せ
き

列れ
つ

状じ
ょ
うに
敷
き
並
べ
長
方
形
状
？
の
区
画
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
家
形
埴
輪
は
こ
の
中
央
部
分
に
５
個

体
（
１
号
〜
５
号
）
が
一
列
に
配
置
さ

れ
、
各
個
体
周
囲
に
は
河
原
石
を
敷
き

詰
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
形

埴
輪
の
基
底
部
は
動
い
た
痕
跡
は
な

く
、
古
墳
が
造
ら
れ
た
当
初
の
位
置
を

保
っ
た
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。

　
家
形
埴
輪
は
45
〜
50
㎝
間
隔
で
区
画

の
長ち
ょ
う

軸じ
く

方
向
に
合
わ
せ
こ
の
中
央
に
一

列
に
交
互
に
長
辺
、
短
辺
が
入
れ
替
わ

る
よ
う
な
方
向
性
で
置
か
れ
て
い
た
の

で
し
た
。
北
か
ら
１
・
２
号
が
ほ
ぼ
同

規
模
の
切き
り

妻づ
ま

造づ
く
り

高た
か

床ゆ
か

式し
き

建た
て

物も
の

、
中
央
の

３
号
が
特
殊
な
囲か
こ

い
状
建
物
、
南
側
の

４
・
５
号
が
小
型
の
家
形
埴
輪
と
い
う

並
び
の
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
後
円
部
墳
頂
で
家
形
埴
輪
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
の
調

査
例
で
は
部
分
的
に
確
認
さ
れ
た
例
は

あ
り
ま
し
た
が
ほ
ぼ
全
体
の
状
況
を
残

す
例
と
し
て
は
初
め
て
と
い
え
ま
す
。

甲
立
古
墳
の
「
石
敷
区
画
」
は
こ
れ
ま

で
わ
か
ら
な
か
っ
た
家
形
埴
輪
が
後
円

部
の
上
に
ど
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い

た
か
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
古
墳
の

埴
輪
祭
祀
の
実
像
に
迫
る
大
発
見
な
の

で
す
。

　甲
立
古
墳
の
発
掘
調
査
で
最
も
重
要
な
発
見
と
評
価
さ

れ
て
い
る
の
が
今
回
紹
介
す
る
「
石
敷
区
画
」
と
呼
ぶ
後

円
部
で
見
つ
か
っ
た
遺
構
で
す
。後
円
部
上
の
平
坦
面
は
、

古
墳
築
造
当
初
の
状
態
を
良
好
に
残
し
て
い
た
の
で
し
た
。

古
墳
の
埴
輪
祭
祀
の
謎
に
迫
る
発
見

家
形
埴
輪
５
基
が
並
ぶ

 
「
石い

し

敷じ
き

区く

画か
く

」

石敷区画

甲立古墳後円部「石敷区画」
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大盛況のひろしま安芸高田神楽第 5回東京公演報告

●
称
賛
！
全
力
で
舞
い
切
っ
た
羽
佐

竹
神
楽
団
に
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手

　
東
京
で
は
馴
染
み
の
薄
い
神
楽
。
期

待
一
杯
の
観
客
の
前
で
、
羽
佐
竹
神
楽

団
は
、
安
芸
高
田
神
楽
の
代
表
と
し
て

渾
身
の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
拍
手
と
歓
声
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
演
目
が
終
わ
り
、
団
員
が
一

列
に
並
ん
だ
と
き
の
や
り
き
っ
た
と
い

う
清
々
し
い
笑
顔
。
そ
の
姿
に
身
を
乗

り
出
し
、
笑
顔
で
拍
手
を
送
る
観
客
。

会
場
全
体
が
一
体
と
な
っ
た
瞬
間
で
し

た
。
豪
華
、
勇
壮
、
笑
い
、
色
々
な
要

素
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
安
芸
高
田
神

楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
ご

み
の
収
集
日
程
が
下
表
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
各
町
ご
と
の
「
平
成
28
年
度

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
２

月
末
の
通
知
広
報
で
配
布
す
る

予
定
で
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

そ
ち
ら
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（
表
中
の
記
号
の
見
方
）

「
★
」
＝
平
成
28
年
度
か
ら
収

集
日
程
が
変
更
に
な
る
収
集
日

で
す
。

「
※
」
＝
向
原
町
の
燃
え
な
い

ご
み
の
収
集
は
、
1
月
だ
け
第

3
・
第
5
月
曜
日
と
な
り
ま
す
。

商工観光課　☎４７－４０２４

●
特
産
品
の
販
売
な
ど
市
の
魅
力
を

伝
え
る
各
ブ
ー
ス
を
設
置

　
神
楽
だ
け
で
は
な
い
安
芸
高
田
市
の

良
さ
。
特
産
品
販
売
で
は
50
種
類
以
上

の
商
品
を
販
売
。
特
に
神
楽
に
登
場
す

る
酒
と
同
じ
名
前
の
酒
は
早
々
に
完

売
。
会
場
で
の
販
売
は
、
売
れ
る
商
品

の
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。そ
の
他
、

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
、
ワ
ク
ナ
ガ
レ

オ
リ
ッ
ク
・
旅
行
販
売
窓
口
・
観
光
情

報
・
定
住
相
談
ブ
ー
ス
で
市
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

●
運
営
面
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
協
賛
企
業
の
力

　
運
営
に
は
多
額
の
費
用
と
人
員
が
必

要
で
す
。
丁
寧
な
接
客
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
力
が
不
可
欠
。
一

般
応
募
を
含
め
て
約
50
人
の
方
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回

始
め
た
企
業
協
賛
に
は
、
企
業
の
募
集

を
開
始
。
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
ほ
か
の

ご
尽
力
も
あ
り
、
14
社
か
ら
多
額
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
一
大
公
演
は
、
多
く
の
方
の
力

を
合
わ
せ
る
ま
さ
に
「
百
万
一
心
」
で

成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環境生活課　☎４２－１１２６

平成 28年 4月 1日からごみの収集日程が変わります

平成 28年度から変更となる「ごみ種類別収集日程」
可燃ごみ 古紙 容器プラ・紙パック 燃えないごみ 粗大ごみ

美土里町 ★月曜日
★木曜日 ★第 2・第 4金曜日 ★第 1・第 3金曜日 ★第 1・第 3水曜日 4月 11日

11月 7日

高宮町 ★月曜日
★木曜日 ★第 2・第 4水曜日 ★第 1・第 3水曜日 ★第 1・第 3金曜日 5月 23日

10月 24日

吉田町 　火曜日
　金曜日 ★第 1・第 3水曜日 ★第 2・第 4水曜日 ★第 1・第 3木曜日 4月 25日

11月 28日

八千代町 　火曜日
　金曜日 ★第 1・第 3水曜日 ★第 2・第 4水曜日 ★第 2・第 4木曜日 4月 18日

10月 3日

甲田町 　火曜日
　金曜日 　第 2・第 4水曜日 ★第 1・第 3水曜日 ★第 2・第 4木曜日 6月 27日

12月 12日

向原町 　火曜日
　金曜日 ★第 2・第 4水曜日 ★第 1・※第 3月曜日 ★第 1・第 3水曜日 9月 12日

3月 13日

　【
お
願
い
】

　
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
に
ご
み

を
持
ち
込
む
場
合
は
、
こ
れ

ま
で
の
と
お
り
、
平
日
の
９

時
～
12
時
と
13
時
～
16
時
で

す
。

　
な
お
、
き
れ
い
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
み
の
際
に
、
ご
み

を
車
両
か
ら
落
と
す
迷
惑
行

為
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
持
ち
込
む
際
に
は
、
車
両

か
ら
ご
み
が
落
ち
な
い
よ
う

に
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
た
り
、

ロ
ー
プ
で
し
ば
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
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マイナンバー（個人番号）Ｑ＆Ａ

Ｑ．マイナンバーカードは、いつから交付を受けられ
るのですか？
Ａ．マイナンバーカードは、通知カードとともに送付
される申請書を郵送するなどして、平成２８年１月以
降、交付を受けることができます。マイナンバーカー
ドの交付を受けるときは、通知カードを市区町村に返
納しなければなりません。
Ｑ．マイナンバーカードは何に使えるのですか。最初
に届く通知カードとの違いは 何ですか。
Ａ．マイナンバーカードは住民基本台帳カードと同様、
顔写真のついたカードであり、このカード 1 枚で本人
確認ができます。さらに、身分証明書としても使用で
きるほか、e-Tax などの税の電子申請等が行える電子
証明書も標準搭載されます。申請すれば初回は無料で
交付されます。
　通知カードはマイナンバー（個人番号）を証明する
もので、本人確認するための書類ではありません。

問合せ先
総務課☎４２－５６４１

正しいマナーの犬の飼い方Ｑ＆Ａ

Ｑ．「自分の犬はおとなしいから」と、犬を放し飼い
にしたり、リードなしで散歩させる人がいて困ってい
ます。
Ａ．普段は大人しい犬でも驚いた拍子にかみついたり、
犬が苦手な人や小さなお子さんの中には犬が近づくだ
けで怖いと感じる方もいます。
　また、リードなしの散歩は愛犬の交通事故や行方不
明の原因にもなります。広島県動物愛護センターや市
で飼い主への指導を行うこともあります。安心できる
生活、ペットとの楽しい生活のためにも、放し飼いは
やめて散歩の際にはリードをつけましょうと、市民の
皆さんからも声かけ等をお願いします。
Ｑ．散歩中のフンをそのまま放置している人がいます。
どうにかなりませんか。
Ａ．飼い主のモラルによるところが大きく、直接の規
制などは難しいのですが、広報等での啓発を行ってお
ります。また、申込があれば「散歩中のフンは飼い主
が後始末を」といった主旨の看板を無料で貸出しして
おります。フンは持ち帰り、飼い主の責任で処理をし
ましょう。

問合せ先
環境生活課☎４２－１１２６

Ｑ．お太助フォンの画面がいつもと違う！
　　どうすればいいの？
Ａ．お太助フォンの電源を切って、もう一度電源を入
れる一連の作業を「再起動」と言います。この再起動
をすればお太助フォンが正常に戻る場合があります。
Ｑ．どうやったら「再起動」ができるの？
Ａ．再起動をするためには、電源ボタンを押すことか
ら始まります。電源ボタンの場所は下の写真を見てく
ださい。

Ｑ．電源ボタンを見つけたらどうしたらいいの？
Ａ．電源ボタンを２～３秒指で押してください。そう

お太助フォンがなんだか変！
そんな時のＱ＆Ａ

問合せ先
中国ブロードバンドサービス㈱
☎ 45－ 7017
☎ 050－ 5535－ 5500
営業時間 9時 30分～ 18時 30分（平日）

すると「再起動」の画面に切り替わります。下の写真
を見てください。「電源を切る」の画面が先に出ます。
これを指でタッチしてください。その次に「ＯＫ」の
画面がでてきたら、同じように指でタッチしてくださ
い。

電源ボタン

タッチ

タッチ

Ｑ＆Ａ

知って
　　得する！
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不審な電話や訪問者に
ご注意ください！
保健医療課　☎４２－５６１９

　
全
国
各
地
で
市
区
町
村
役
場
や
県
庁

等
、
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、
医

療
費
や
保
険
料
等
の
還
付
が
あ
る
と

言
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
ま
せ
る
と

い
っ
た
悪
質
な
詐
欺
事
件
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
同
様
な
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

ら
、
詐
欺
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
還
付
金
の
支
払
い
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
行

い
ま
せ
ん
。「
還
付
す
る
」
と
言
わ
れ

て
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
は
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
保
険
証
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、ご
家
族
・

ご
近
所
の
方
、
警
察
や
市
役
所
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
ご
相
談
・
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
広
島
市
中
区
東
白
島
町
19
‐
49
）

☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
７
８
２
２
㈹

『認知症サポーター養成講座』を開催します

高齢者福祉課　☎４７－１２８１
　
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
の

あ
る
身
近
な
「
脳
の
病
気
」
で
す
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
。「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
何
か
特
別
な
こ
と

を
す
る
人
で
は
な
く
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ
とv

で
す
。

講
師
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

（
研
修
を
受
け
た
養
成
講
座
の
講
師
）

日
時
　
３
月
15
日
（
火
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
00

場
所
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
　
　
４
階
小
ホ
ー
ル

受
講
料
　
無
料

対
象
者
　
市
民

内
容
　
寸
劇
を
交
え
た
講
義

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
等

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
高
齢
者
福
祉
課

申
込
期
限
　
３
月
11
日
（
金
）

　
２
月
３
日
（
水
）、
株
式
会
社
ゼ
ン

リ
ン
と
「
災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品

等
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
被
害
状

況
の
把
握
、
安
否
確
認
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
情
報
共
有
等
、
様
々
な
場
面
で

地
図
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
備
蓄
用
住
宅
地

図
（
５
冊
）
及
び
広
域
地
図
（
Ａ
０
サ

イ
ズ
５
部
）
を
無
償
提
供
、
地
図
の
複

製
利
用
許
諾
や
、
平
常
時
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

上
の
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
「
Ｚ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
の
利
用
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
、
最
新
地

図
情
報
を
も
と
に
、
災
害
応
急
対
策
な

ど
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

災害時における地図製品等の
供給等に関する協定の締結

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
に
は
、国
か
ら
補
償
金（
和

解
一
時
金
）が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す（
既

に
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
）。

　
療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な
い
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
償
金
の
対
象

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

※
す
で
に
国
か
ら
補
償
金
（
和
解
一
時

金
）
を
受
け
取
っ
た
方
は
、
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
ご
遺
族
（
法
定
相

続
人
）
に
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

※
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

（
手
続
期
限
：
平
成
28
年
３
月
31
日
）

危機管理課　☎４２－５６２５

ハンセン病にかかったことはありませんか？
～補償金の申請手続期限が迫っています～

保健医療課　☎４２－５６３３

　
訴
訟
の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、
余

裕
を
も
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
の
相
談
窓
口
の
い
ず
れ
か
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

①
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
ゆ
う
な
協

会☎
０
９
８
‐
８
３
２
‐
９
５
２
８

②
法
律
事
務
所

☎
０
９
８
‐
９
３
８
‐
４
３
８
１

③
厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

※
お
電
話
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
補
償

金
に
つ
い
て
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

担
当
者
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
地
域
の
団
体
、
職
場
、
学
校
な

ど
に
出
向
い
て
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

最新の住宅地図と協定書を
手にする関係者
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三次年金事務所　☎０８２４－６２－３１０７

退職後の国民年金の手続きについて

●
退
職
後
の
国
民
年
金
手
続
き

　
退
職
後
に
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用

事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き

続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の

60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
退
職
し
た
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
年
金
額

が
減
る
場
合
や
年
金
そ
の
も
の
が
受
け

取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
手
続
き
の
方
法

 ◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と

な
る
場
合

　
退
職
後
に
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用

事
業
所
に
再
就
職
し
な
け
れ
ば
、
60
歳

未
満
の
方
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
退
職
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
に
離
職
票
等
、
退
職
し
た

こ
と
が
分
か
る
も
の
と
年
金
手
帳
等
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち

の
う
え
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
お
近

く
の
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

 ◆
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と

な
る
場
合

　
退
職
後
に
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
の
扶
養
に
な
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
国

民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
被
扶
養
者
に
該
当

し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
配
偶
者
の
勤

務
し
て
い
る
事
業
所
を
管
轄
す
る
年
金

事
務
所
に
事
業
主
（
健
康
保
険
組
合
の

場
合
は
組
合
）
経
由
で
、
非
課
税
証
明

な
ど
の
収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
と
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
添
付
の
う
え
、
届
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　
な
お
、
年
金
手
帳
等
は
事
業
主
が
届

書
に
基
礎
年
金
番
号
や
氏
名
が
正
し
く

記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ

ば
、
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
氏
名
変
更
を
伴
う
場
合
は
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
60
歳
以
上
の
場
合

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
65
歳
以

上
70
歳
未
満
の
方
で
、
老
齢
給
付
の
受

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合
な

ど
、
任
意
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
年
金
事
務
所
又
は
市
役
所
本

庁
・
各
支
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

割
に
合
わ
な
い
日
本
!?

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
身
近
に
住
む
外
国
人
と
の
共

生
の
番
組
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
あ

る
日
本
人
は
「
日
本
は
日
本
人
だ
け
の
ほ

う
が
良
い
」
と
答
え
、違
う
日
本
人
は
「
外

国
の
人
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
日
本
は
死

ぬ
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
絶
対
的

に
正
し
い
答
え
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が

ど
う
す
る
か
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
外
国
籍
市
民
と
の
共
生
は
「
楽
な
」
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
が
通
じ
な
い
時

も
あ
り
ま
す
し
、
習
慣
が
違
っ
て
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
事
件

を
受
け
て
テ
ロ
を
心
配
す
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
一
方
で
、
外
国
籍
市
民
が
い
る

の
で
助
か
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

農
業
や
漁
業

の
現
場
で
働

い
て
く
れ
て

い
る
の
は
、

彼
ら
で
す
。

み
な
さ
ん
の

娘
や
息
子
さ

ん
は
し
て
く

れ
る
で
し
ょ

う
か
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
英

語
や
中
国
語
等
の
外
国
語
が
学
べ
る
の

は
、
彼
ら
が
い
る
か
ら
で
す
。
日
産
の
ゴ

ー
ン
さ
ん
は
、
会
社
を
救
い
ま
し
た
。
来

年
度
か
ら
は
外
国
籍
の
技
能
実
習
生
も
介

護
の
仕
事
に
つ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

す
。
彼
ら
が
い
な
い
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
な
い
地
域
も
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
村
の
「
嫁
」
不
足
を
補
う
た
め

に
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
「
お
嫁
さ

ん
」に
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
外
国
籍
市
民
無
し
で
日
本
は
成

り
立
た
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良
い
悪

い
で
は
な
く
、
そ
れ
が
現
実
で
す
。
彼
ら

が
日
本
に
住
む
の
な
ら
、
彼
ら
の
人
権
を

守
る
こ
と
は
必
要
で
す
。「
都
合
よ
く
使

え
」
は
、
人
間
と
し
て
ど
う
な
の
か
と
思

い
ま
す
。
互
い
に
習
慣
を
見
直
し
て
、
住

み
や
す
い
環
境
を
作
る
。
私
も
変
わ
り
、

あ
な
た
も
変
わ
る
。
そ
れ
が
多
文
化
共
生

の
極
意
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
少
の
摩

擦
は
日
本
人
同
士
も
あ
り
ま
す
。
外
国
籍

市
民
と
だ
け
、
ゼ
ロ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
力

を
抜
い
て
互
い
に
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

准
教
授

イ
ラ
ス
ト
：

　
ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

 

人
権
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文
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共
生
推
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

安
芸
高
田
市
の
教
訓「
三み

つ

矢や
の
訓お

し
え

」

　「
毛
利
元
就
は
臨
終
の
床
で
、長
男
・
毛
利
隆
元
、次
男
・

吉
川
元
春
、
三
男
・
小
早
川
隆
景
の
三
人
の
息
子
を
枕
元

に
呼
び
寄
せ
て
、
矢
を
一
本
ず
つ
与
え
て『
折
っ
て
み
よ
』

と
命
じ
、
息
子
達
は
難
な
く
こ
れ
を
折
っ
た
。

　
今
度
は
三
本
の
矢
を
束
に
し
て
、
ま
た『
折
っ
て
み
よ
』

と
命
じ
た
と
こ
ろ
、
息
子
達
は
誰
も
折
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
元
就
は
一
本
で
は
脆
い
矢
も
束
に
す
れ
ば
頑
丈

に
な
る
事
を
示
し
、
毛
利
家
も
三
兄
弟
が
結
束
す
れ
ば
、

他
国
か
ら
攻
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
、
三
人
の
息
子
に

諭
し
た
」

　
こ
の
最
も
有
名
な
逸
話「
三
矢
の
訓
」が
史
実
で
あ
る
か

ど
う
か
は
、
昔
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
り
真
偽
は
不
明
で

す
。
し
か
し
、
元
就
が
三
人
の
息
子
に
宛
て
て
書
い
た
長

文
の
書
状「
三
子
教
訓
状
」（
毛
利
家
文
書
）が
元
に
な
っ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
元
就
は
三
人
の
息
子
に

繰
り
返
し
兄
弟
の
結
束
を
諭
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
実
際

に
こ
の
三
兄
弟
は
結
束
し
、
戦
乱
の
時
代
に
毛
利
の
屋
台

骨
と
な
っ
た
の
で
す
。
元
就
が
実
際
に
矢
を
折
ら
せ
た
か

は
さ
て
お
き
、
私
は
こ
の「
三
矢
の
訓
」は
後
世
に
残
る
毛

利
家
の
素
晴
ら
し
い
家
訓
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
安
芸
高
田
市
で
は
、「
三
矢
の
訓
」に
因
ん
で
各
部
に
お

い
て
事
業
の
展
開
を
し
て
お
り
ま
す
。教
育
委
員
会
で
は
、

「
自
立
・
協
働
・
創
造
」、「
知
・
徳
・
体
」、「
学
校
の
宝
・

家
庭
の
宝
・
地
域
の
宝
」と
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
掲
げ
た
基
本
目
標
の
も
と
、
み
つ
や
協
育（
安
芸
高

田
協
育
）を
推
進
、
福
祉
保
健
部
で
は
、
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
生
活
習
慣
病
の
発
生
予
防
・
重

症
化
予
防
の
三
矢
を
掲
げ
、
健
康
あ
き
た
か
た
₂₁
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
建
設
部
で
は
、
子
育
て
婚
活
住
宅
の
団
地

購
入
・
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
三
矢
の
住
宅
政
策
、
産
業

振
興
部
で
は
、
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
と
連
携
し
、
三
矢
御
膳
・

三
矢
え
び
す
茶
・
三
矢
そ
ば
の
特
産
品
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
安
芸
高
田
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
た
か
た
ん
」は
三
本
の
矢
を
肩
に
背
負
い
市
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
素
晴
ら
し
い
活
躍
で
全
国
制
覇
を
し
た
、
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
語
源
の
サ
ン
は
日
本
語
の
3
で
あ
り
、

フ
レ
ッ
チ
ェ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
矢
を
意
味
し
、「
三
矢
の

訓
」に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

毛
利
元
就
の「
三
矢
の
訓
」が
ご
縁
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
の
マ
ザ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
、
安
芸
高
田
市
の
活
性
化
に

寄
与
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
安
倍
首
相
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
対
策
と
し
て「
三

本
の
矢
」を
掲
げ
、
①
大
胆
な
経
済
政
策
、
②
機
動
的
な

財
政
政
策
、
③
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
を
基
本

方
針
と
し
て
、
経
済
対
策
を
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
安
倍
首

相
は
山
口
県
の
出
身
で
、
毛
利
家
と
は
大
変
ゆ
か
り
が
あ

り
ま
す
。
3
年
前
首
相
官
邸
を
訪
問
し
、
清
神
社
で
祈
祷

し
た
三
本
の
矢
を
贈
呈
し
、
日
本
の
経
済
復
興
を
祈
念
し

た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
湯
﨑
広
島
県
知
事
は
、
県
庁
の
仕
事
を
推
進
す
る
た
め

の
基
礎
と
な
る
3
つ
の
視
座
、
①
県
民
起
点
、
②
現
場
主

義
、
③
予
算
志
向
か
ら
成
果
志
向
へ
の
転
換
を
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　
安
芸
高
田
市（
長
男
・
毛
利
隆
元
）、
北
広
島
町（
二
男
・

吉
川
元
春
）、
三
原
市（
三
男
・
小
早
川
隆
景
）は
毛
利
家

三
兄
弟
を
ご
縁
と
し
て
、
広
島
県
知
事（
毛
利
元
就
）の
立

会
で
各
市
町
の
観
光
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、「
三
矢
の

訓
」の
協
定
を
結
ぶ
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
協
定

に
よ
り
、
更
な
る
連
携
を
深
め
、
市
町
の
発
展
に
寄
与
出

来
る
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
安
芸
高
田
市
長
・

北
広
島
町
長
・
三
原
市
長
・
広
島
県
知
事
の
甲
冑
を
着
て

の
調
印
式
は
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
三
矢
の
訓
」は
安
芸
高
田
市
の

教
訓
で
あ
り
、
昨
年
策
定
し
た「
市
民
憲
章
」に
も
、《「
三

矢
の
訓
」で
心
を
一
つ
に「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」に
は
げ

み
ま
す
》と
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
と
し
、
市
民
が
結
束
し
て
安
芸
高
田
市
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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減らそう犯罪 お家に眠っていませんか！

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成28年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 平成28年 平成27年 前年同期比増減数

4件

0人

5人

4件

0人

6人

±0件

±0人

－1人

死 者 数

負傷者数

H28.1末現在
安芸高田警察署管内

夕暮れ時・夜間における交通事故防止
　夕暮れ時や夜間の交通事故が多発しています。

・ドライバーの方へ
　周囲が見えにくい夕暮れや夜間は、速度を抑えて上向

きライトに努めましょう。

・歩行者の方へ
　夜間に外出される際は、明るい服を着用し、必ず反射

材を付けましょう。

～　平成28年広島県交通安全スローガン　～
　「こんばんは　早めのライトで、ごあいさつ」

　皆さんのご家族が軍隊等に従軍された際、けん銃や軍刀を持ち帰られ、未だに蔵や倉庫
に保管されているお宅はありませんか。
　また、蔵や倉庫の整理をした際にけん銃や軍刀を発見したが、「ようわからん」と思
い、そのままほっとかれてはいませんか。
　けん銃や軍刀を所持していると違法となりますので、速やかに警察署または市役所にご
相談ください。

安芸高田警察署　☎４７－０１１０　　市役所危機管理課　☎４２－５６２５

管内の交通事故（1月中）
・脇見による追突事故　　　　　　　　２件

・普通車と自転車による出会い頭事故　１件

・歩行者と普通車による衝突事故　　　１件
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春
の
火
災
予
防
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す

　
毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

期
間
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
春
に
向
け
て
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
な

り
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
火
災
件
数
は
前
年
に
比

べ
13
件
多
く
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
死

者
、
負
傷
者
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
注
意
報
や
警
報
に
十
分
注
意
し
、
空

気
が
特
に
乾
燥
し
て
い
る
日
や
、
風
の

強
い
時
に
は
た
き
火
な
ど
を
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
建
物
の
ま
わ
り
は
整
理
整
頓

し
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
備
え
る

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
を
筆
頭
に
全
国
各
地
で
地

震
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
地
震
が
発
生
し
た
際
は
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
慌
て
ず
に
適
切
な
行
動
を
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
が
地
震

に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、 

い
ざ
と
い
う

と
き
に
落
ち
つ
い
て
行
動
で
き
る
よ
う

日
頃
か
ら
地
震
が
発
生
し
た
際
の
正
し

い
心
構
え
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

１
．
緊
急
地
震
速
報
と
は

　
地
震
が
発
生
す
る
と
、
震
源
か
ら
は

揺
れ
が
波
と
な
っ
て
地
面
を
伝
わ
っ
て

い
き
ま
す
（
地
震
波
）。
地
震
波
に
は

Ｐ
波
と
Ｓ
波
が
あ
り
、
Ｐ
波
の
方
が
Ｓ

波
よ
り
速
く
伝
わ
る
性
質
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
強
い
揺
れ
に
よ
る
被
害
を

も
た
ら
す
の
は
主
に
後
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
Ｓ
波
で
す
。
こ
の
た
め
、
地
震
波

の
伝
わ
る
速
度
の
差
を
利
用
し
て
、
先

に
伝
わ
る
Ｐ
波
を
検
知
し
た
段
階
で
最

大
震
度
5
弱
以
上
と
予
想
さ
れ
る
場
合

に
緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

２
．
非
常
持
出
品
を
準
備
す
る

　
地
震
の
被
害
に
よ
っ
て
は
、
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

避
難
す
る
時
に

す
ぐ
に
必
要
な

も
の
を
持
ち
出

せ
る
よ
う
に

『
非
常
持
出
品
』

を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
持
出
品
は
、
避
難
生
活
に
必
要

な
も
の
を
選
ぶ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

・
玄
関
や
寝
室
な
ど
持
ち
出
し
や
す
い

と
こ
ろ
に
置
い
て
お
き
、
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
背
負
え
る
袋
な
ど
に
い
れ
て
お

け
ば
、
持
ち
出
し
た
と
き
に
両
手
が

使
え
て
便
利
で
す
。

３
．
家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認

　
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
で
被
災
し
た
場

合
、
自
分
の
身
の
安
全
が
確
保
で
き
た

ら
、
次
は
家
族
の
安
否
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
被
災
地
で
は
携
帯
電
話
も
通
じ
な
い

こ
と
が
あ
り
、
連
絡
手
段
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
公
衆
電
話
等
か
ら

利
用
で
き
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」
や
携
帯
電
話
の

「
災
害
用
伝
言
板
」
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
の
で
活
用
方
法
を
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

４
．
家
具
の
転
倒
を
防
止
す
る

　
タ
ン
ス
や
棚
は
Ｌ
型
金
具
な
ど
で
壁

の
桟
や
柱
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
引
き
出
し
や
観
音
開
き
の
扉
に
は
ス

ト
ッ
パ
ー
な
ど
を
取
り
付
け
、
中
身

が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
扉
が
ガ
ラ
ス
の
場
合
は
ガ
ラ
ス
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

3件
（3件）

125件
（125件）

1件
（1件）

1件
（1件）

1月

（例）
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宮
みや

本
もと

　直
のぶ

彦
ひこ

さん

甲田中学校　校長

　甲田中学校にお

いて、「広島県学

力向上総合対策事

業」や「広島県中

学校生徒指導実践

指定校事業」の指定を受け、教職員の人材育成と校長

を中心とした組織的な学校づくりに取り組まれ、学力

の向上、生徒指導の充実ともに大きな成果を上げられ

ました。

徳
とく

清
きよ

　千
ち

恵
え

子
こ

さん

広島県スポーツ推進
委員協議会　理事
安芸高田市スポーツ
推進委員

　平成7年に旧向原

町体育指導委員に委

嘱されて以来、ラジ

オ体操の普及に努められ、平成1８年に1級ラジオ体

操指導士を取得以後は、中国地方全域でラジオ体操の

正しい動きの指導や歴史等についての講演を行い、市

民の健康増進に寄与されました。

平成27年度広島県教育賞　受賞

平成2８年1月1日委嘱
迫
さこ

広
ひろ

　淑
よし

文
ふみ

さん（吉田町・新任）、乘
のり

田
た

　省
しょう

三
そう

さん（八千代町・新任）、中
なか

本
もと

　吉
よし

德
のり

さん（八千代町・新任）

人権擁護委員に委嘱されました

　
２
月
４
日
（
木
）、
吉
田
小
学
校
の
６
年

生
が
、
卒
業
を
記
念
し
て
自
画
像
制
作
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
自
画
像
制
作
は
朝
か
ら
一
日
を
か
け
て
行

わ
れ
、
卒
業
生
の
水み
ず

重し
げ

克か
つ

幸ゆ
き

さ
ん
か
ら
自
画

像
制
作
の
思
い
出
を
聞
き
、
講
師
か
ら
自
画

像
制
作
全
体
の
指
導
を
受
け
た
後
、
各
教
室

で
制
作
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
で
あ
る

広
島
女
学
院
大
学
の
三み

桝ま
す

教
授
や
同
大
学
学

生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
線

描
か
ら
色
づ
け
ま
で
丁
寧
に
、
手
鏡
に
写
る

自
分
の
顔
を
見
て
描
い
て
い
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
の
個
性
が
溢
れ
た
自
画
像
作
品
は
、

今
年
も
吉
田
小
校
舎
内
に
飾
ら
れ
ま
す
。

吉
田
小
学
校
６
年
生
が
自
画
像
制
作

 

―
１
０
３
年
続
く
伝
統
―

久
ひさ

光
みつ

　大
だい

翔
と

くん
（将来の夢：世界を代表
するプロ野球選手）

山
やま

本
もと

　梨
り

裟
さ

さん
（将来の夢：笑顔あふれ
る薬剤師）

　絵を描くことは得意で
はないけれど、うまく描
けたと思います。僕のお
父さんの自画像も吉田小
学校に残されています。
それを見たときはうまく
できているなと思いまし
た。吉田少年野球クラブ
に入って野球をしてい
て、イチローみたいにな
ることが夢です。

　自画像は先生の指導があっ
たからうまく描けたと思いま
す。吉田小学校には、私のひ
いおじいちゃんの代から家族
の自画像が残っています。そ
うやって、代々自画像が残さ
れていくのだなと感じまし
た。薬局で、薬剤師さんが丁
寧に優しく薬を渡してくれる
ので、自分も薬剤師になりた
いなと思いました。
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協
力
隊
リ
レ
ー
記
事
も

二
周
目
に
突
入
!!

　
地
域
営
農
課
配
属
の
協
力
隊
員
　

森
本
で
す
。
協
力
隊
員
と
し
て
最

初
に
リ
レ
ー
記
事
を
担
当
し
、
二

周
目
が
回
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ

こ
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
就
任
時
と
比
較
す
る
と
、
大

分
安
芸
高
田
市
の
事
が
わ
か
っ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
前
回
の
記
事
で
も
触
れ
ま
し

た
、
調
理
用
ト
マ
ト
の
産
地
化
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
調
理
用

ト
マ
ト
１
０
０
％
で
作
っ
た
ト
マ

ト
ピ
ュ
ー
レ
を
た
か
た
産
直
市
、

第
５
回
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
　

東
京
公
演
の
安
芸
高
田
市
物
産
展

で
（
い
ず
れ
も
１
月
16
日
に
） 

限

定
１
０
０
本
を
「
早
乙
女
達
の
台

所
」
さ
ん
ご
協
力
の
元
試
験
販
売

す
る
所
ま
で
進
み
ま
し
た
！

　
私
も
ラ
ベ
ル
と
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー

レ
レ
シ
ピ
の
編
集
等
で
関
わ
ら
せ

て
頂
き
、
中
国
新
聞
に
取
り
上
げ

て
頂
い
た
り
し
て
、
協
力
隊
就
任

時
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
展

開
に
自
分
で
も
驚
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
年
も

う
ま
く
い
き
ま
す
よ
う
に
!!
と
祈

り
つ
つ
、
自
分
の
で
き
る
事
を
コ

ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
協
力
隊
に
就
任
し
て
か
ら
、
春

の
ア
ー
ト
ま
つ
り 
in 

向
原
に
始

ま
り
、夏
の
安
芸
高
田
花
火
大
会
、

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
、
い
の
し
か
ん
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
ツ
ー
ル
ド
安
芸
高

田
（
安
芸
高
田
市
内
を
自
転
車
で

回
る
競
技
大
会
）
な
ど
そ
の
他

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
主
に
裏
方
と

し
て
関
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
一
心
祭
り
で
は
鎧

を
着
る
機
会
が
あ
り
、
な
か
な
か

で
き
な
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
ま
た
一

年
、
協
力
隊
員
と
し
て
地
域
営
農

課
の
お
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き

つ
つ
、
未
知
の
世
界
に
も
挑
戦
し

て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

OMMUNITY-
EACTIVATING
OOPERATOR SQUAD

C
R
C

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.7
森本　真希さん（産業振興部 地域営農課）

100％安芸高田市産なつのしゅん
トマトピューレです。

大賞 大賞
堀
ほり

越
ごし

　玲
れ

音
お

（甲田中学校1年） 清
し

水
みず

　春
はる

稀
き

（来原小学校5年）

市長賞
松
まつ

田
だ

　快
かい

斗
と

（吉田中学校3年）
市議会議長賞
谷
たに

川
がわ

　佳
か

歩
ほ

（甲田中学校3年）
教育長賞
桑
くわ

原
ばら

　菜
な

美
み

（美土里中学校1年）
八千代の丘美術館館長賞
福
ふく

島
しま

　聖
せ

菜
な

（美土里小学校3年）

第13回安芸高田市児童・生徒自画像展作品　入賞・入選

優秀賞
上
うえ

田
だ

　理
り

莉
り

（川根小学校3年）
馬
ば

場
ば

　遥
はるか

　 （船佐小学校3年）
古
ふる

永
なが

　陸
りく

人
と

（来原小学校5年）
米
よね

川
かわ

　日
ひ

菜
な

（根野小学校5年）
倉
くら

谷
たに

　悠
ゆう

希
き

（高宮中学校1年）
近
ちか

末
すえ

　将
まさ

毅
き

（八千代中学校2年）
朝
あさ

原
はら

　そら（八千代中学校3年）

入選
川
かわ

本
もと

　凜
りん

船
ふな

津
つ

　竜
りゅう

之
の

介
すけ

高
たか

杉
すぎ

　結
ゆ

良
ら

玉
たま

利
り

　魁
かい

都
と

岩
いわ

口
ぐち

　怜
れ

依
い

岡
おか

田
だ

　太
たい

陽
よう

山
やま

吉
よし

　武
たける

山
やま

田
だ

　蓮
れん

珠
じゅ

齊
さい

藤
とう

　綾
あや

音
ね

山
やま

中
なか

　悠
ゆう

生
き

院
いん

去
きょ

　英
ひで

聡
とし

駄
だ

阿
あ

　和
かず

水
み

佐
さ

伯
えき

　直
なお

弥
や

岡
おか

茂
も

　夏
か

奈
な

中
なか

川
がわ

　紗
さ

也
や

筒
つつ

井
い

　恵
え

凜
りん

秋
あき

國
くに

　大
ひろ

志
し

大
おお

番
ばん

　琉
る

七
な

児
こ

玉
だま

　あかね
渡
わた

邉
なべ

　知
ち

優
ひろ

下
しも

田
だ

　和
やまと

岩
いわ

見
み

　明
あ

日
す

香
か
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　クリスタルアージョ１階に
あるプレイルームは、子育て
中の親子が集い交流しあえる
場所です。３歳までのお子様
向けのオモチャを置いていますので保護者の方と一緒に
お気軽にご利用下さい。小さいお子様と保護者のための
場所です。小学生以上の利用は、ご遠慮ください。
●場　　所　クリスタルアージョ１階
　　　　　　エレベーター正面
●利用時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

子育て交流会

●持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますの

でご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだい

を連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て支援センター（ ₄₇－₁₂₈₃）

子育て相談

　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員、母子・父
子自立支援員、保健師、子育て支援員が子育てに関する
悩みなど相談に応じています。お子様と一緒にお気軽に
おいでください。 

〈電話での相談も受け付けています〉
●受付時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

子育て支援センター（ ₄₇︲₁₂₈₃）

プレイルーム

と　　き と こ ろ 内　　容
３月₁₀日（木）

₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₀：₄₅　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　０歳児

３月₁₇日（木）
₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₀：₄₅　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　１歳児

３月₂₅日（金）
₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₁：₀₀　活動

吉田運動公園
エアロビクス室

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　２～４歳児

　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽しい時
間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは育児の悩みな
ど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

第52回寒稽古納会並びに鏡開きで、
悪ノリの果て「寒中水泳」も披露した少年。

（平成28年1月10日撮影）

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の都
合がありますので、各保育園にお問い合わせください。

刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
３月１日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園 庭 開 放

３月１日（火）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ かわね保育園 園 庭 開 放

３月２日（水）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ ふなさ保育園 園 庭 開 放

３月２日（水）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 小田東保育所 園 庭 開 放

３月３日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₀₀ 吉田幼稚園 人 形 劇 鑑 賞

３月３日（木）
₁₀：₃₀～₁₁：₄₅ ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
３月８日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園 庭 開 放

３月８日（火）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ くるはら保育園 園 庭 開 放

３月９日（水）
 ₉：₄₅～₁₁：₀₀ 甲立保育所 園 庭 開 放

３月₁₁日（金）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田幼稚園 お わ か れ 会

３月₁₅日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園 庭 開 放

３月₁₅日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 小原保育所 園 庭 開 放

３月₁₇日（木）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ みどりの森保育所 園 庭 開 放

３月₁₇日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 向原こばと園 園 庭 開 放

３月₁₇日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ みつや保育所 園 庭 開 放

３月₂₂日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園 庭 開 放

３月₂₄日（木）
₁₀：₃₀～₁₁：₄₅ ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
３月₃₀日（水）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ 入江保育園 園 庭 開 放
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月日・受付時間 対　　象 会　場
３月３日（木）
₁₃:₀₀～₁₃:₁₅

３歳児健康診査
・H24年９月生まれ

保健センター

３月₁₀日（木）
₁₃:₀₀～₁₃:₁₅

１歳６か月児健康診査
・H26年８月生まれ

保健センター

３月₂₄日（木）
₁₃:₀₀～₁₃:₁₅

乳児健康診査
・H27年５月生まれ

保健センター

※ 健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全
般における個別相談。

※対象児には個人通知します。
※ 体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療

課（ 42－5633）までご連絡ください。

国史跡答申決定記念。
甲立古墳現地説明そっちのけで変顔を披露する男の子。

（平成27年12月5日撮影）

育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付時間 主な対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

3
月
4
日
（
金
）

₁₀：₀₀～
₁₁：₃₀ 吉田町

保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児

相談

※4か月児相談、2歳6か月児相談の対象児には個人通知します。
【対象】4か月児相談は平成27年11月生まれ。
　　　 2歳6か月児相談は平成25年９月生まれ。
※内容：身体計測・食生活・歯・育児全般における相談
※現在使用している歯ブラシをご持参ください。

※午後の相談会では、『おっぱい相談』も行います。希望の方は、
事前に保健医療課（ 42－5633）へお申込みください。

₁₃：₀₀～
₁₄：₃₀

吉田町
美土里町
高宮町

3
月
₁₁
日
（
金
）

₁₀：₀₀～
₁₁：₃₀ 甲田町

₁₃：₀₀～
₁₄：₃₀

向原町
八千代町

　家族や友人が食卓を囲んで一緒に食事をとりながらコミュニケーションを図ることを“共
きょう

食
しょく

”と
言います。安芸高田市では、朝食又は夕食を家族一緒に食べる「共食」の増加を目標とし、子育て
世代への食育を推進しています。
　平成26年に行った3歳児健診食生活アンケートから、夕食の共食状況は約9割となっています
が、朝食の共食状況は約８割です。家族で食卓を囲み、1日の始まりを元気にスタートしましょう。
　家族そろってごはんを食べることには、次のようなメリットがあります。

家族そろって食べよう　～共食～

家族と会話しながら楽しく食べる
と、食事が楽しくなる

親から子どもへ食文化やマナーを
伝えることができる

家族一緒に食べることで規則正しい
食生活を送ることができる

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物
3月1８日(金)

10:00～12:00
クリスタルアージョ
１０１

3月８日～
3月15日

★生後9か月児～
　1歳6か月児とその家族 保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ ４２ー５６３３）へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、
アレルギーの有無、きょうだいの参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

すくすく離乳食教室【乳幼児健康教室】

）（
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　
３
月
・
４
月
は
卒
業
・
就
職
・

退
職
な
ど
の
多
い
季
節
に
な
り
ま

す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
健
康
保
険
の
変

更
が
あ
る
と
き
は
14
日
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

　
必
要
な
も
の
を
そ
ろ
え
て
市
役

所
保
健
医
療
課
ま
た
は
、
各
支
所

ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
と
き

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

②
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

加
入
の
届
出
が
遅
く
な
る
と
？

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、

届
出
を
さ
れ
た
日
か
ら
で
は
な

く
、
前
の
社
会
保
険
等
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。

　
保
険
税
も
そ
の
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

や
め
る
届
出
が
遅
く
な
る
と
？

　
届
出
が
な
い
と
保
険
税
が
課
税

さ
れ
続
け
ま
す
。
勤
務
先
の
社
会

保
険
等
の
保
険
料
と
二
重
に
支
払

い
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
社
会
保
険
等
の
保
険
証

を
受
け
取
ら
れ
た
ら
速
や
か
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
誤
っ
て
安
芸
高
田
市
国

民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機

関
等
を
受
診
さ
れ
て
い
ま
し
た

ら
、
保
険
が
負
担
し
て
い
る
医
療

費
（
７
割
か
ら
９
割
）
を
、
後
日

安
芸
高
田
市
に
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
か
ら
他
の
保
険
へ
の
変
更
中

に
病
院
に
か
か
る
と
き
は
？

　
安
芸
高
田
市
か
ら
の
転
出
や
、

社
会
保
険
等
の
保
険
証
変
更
に
よ

り
、
次
の
保
険
証
の
交
付
に
日
数

が
か
か
る
と
き
に
や
む
を
得
ず
医

療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
る
と
き

は
、
保
険
の
切
り
替
え
手
続
き
中

で
あ
る
こ
と
を
必
ず
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

　
切
り
替
え
手
続
き
中
で
あ
っ
て

も
安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
は

使
え
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

毎月19日は 食育の日

（ひとり分　エネルギー：196kcal、塩分：0.8g）

材料（4人分）

作り方
①にんじんは、2cm長さの細切り、玉ねぎはみ

じん切りにして電子レンジに2～3分かける。
②ボウルにひき肉を入れ、Aを加えてよく混ぜ、

①を加えて練るように混ぜる。
③しゅうまいの皮に包み、白菜などを敷いた蒸

し器で10～15分強火で蒸す。
④好みでしょうゆ、からし、酢などで食す。

にんじんしゅうまい

今月の食材

にんじん

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

 

保
健
医
療
課

42

－

５
６
１
９

安芸高田市食生活改善推進協議会
向 原 支 部

私たちが紹介します♪

共
きょう

食
しょく

とは・・・　家族が食卓を囲んで共に食事をとりながら、コミュ
ニケーションを図ること
　共働き世帯や通塾する子どもが増加している近年は、共食の機
会を毎日設けるのは難しい面もありますが、家族がそろいやすい
朝食や週末だけでも、家族で食卓を囲み、食事を楽しみましょう。
　みんなそろって楽しく食卓を囲む共食は、食育のためのとても
大切な時間と場です。

～ みんなで食べたらおいしいね！（共食しよう！）～

 

にんじん …80g
玉ねぎ …80g
豚ひき肉 …200g
しゅうまいの皮 …20枚

スキムミルク …大さじ2
砂糖 …小さじ1

Ａ　オイスターソース …小さじ1・1/2
酒 …小さじ1
片栗粉 …大さじ2

白菜・レタスなど …適量

⎧
｜
｜
⎨
｜
｜
⎩

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 27,29８ 26,055 9

退職本人 33,532 30,405 ８

退職扶養 33,792 27,040 6

全被保険者 27,750 26,196 10

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成27年11月診療分
１人当り医療費（単位：円）

必
要
な
も
の

社
会
保
険
等
に
加

入
し
た
と
き
（
扶

養
に
な
っ
た
と
き

も
含
め
ま
す
）

・
国
保
の
保
険
証

・
社
会
保
険
等
の

保
険
証
（
コ
ピ

ー
で
も
可
）

・
個
人
番
号
が
わ

か
る
証
明
書

・
印
鑑

安
芸
高
田
市
か
ら

転
出
す
る
と
き

・
国
保
の
保
険
証

・
印
鑑

必
要
な
も
の

社
会
保
険
等
を
や

め
た
と
き
（
扶
養

を
は
ず
れ
た
と
き

も
含
め
ま
す
）

・
社
会
保
険
等
を

や
め
た
こ
と
が

わ
か
る
証
明
書

・
個
人
番
号
が
わ

か
る
証
明
書

・
印
鑑

安
芸
高
田
市
に
転
入

し
た
と
き
（
転
入
前

が
国
保
の
と
き
）

・
転
出
証
明
書

・
印
鑑
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【健康あきたかた21】

「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」　健康あきたかた21推進中

予防接種の受け忘れはありませんか？
　定期予防接種は月齢・年齢に応じて、接種時期が決まっており、その期間であれば無料で接種することがで
きます。しかし、その時期を過ぎると全額自己負担となります。
　母子健康手帳で予防接種の受け忘れがないか確認し、なるべく早めに受けましょう。
乳幼児期から学童期にかけての定期予防接種一覧

【インフォメーション】

健康あれこれ

飲酒とこころの健康
　お酒はストレスや緊張を和らげるなど、上手に飲めば効用があります。しかし、習慣的に飲んでいると「アルコー
ル依存症」になる危険性があります。「アルコール依存症」になると、健康を損ねるばかりか、社会的・経済的なト
ラブルを起しやすく、仕事や家庭など、自分の大切なものを失ってしまします。
　また、「アルコール依存症」とうつ病は関係が深く、併発することも多いと言われています。
　この機会にあなたのお酒の飲み方を見直してみましょう。

お酒の量や飲む回数がだんだん増えてくると・・・
⇒ アルコールへの耐性があがり（お酒に強くなり）、沢山飲まないと酔うことができなくなっていき

ます。以前と同じように酔おうとして、より多くのお酒を飲んでしまうことから、多量飲酒が習慣
化してしまいがちです。これを続けると、肝臓や脳など全身の健康に悪影響を及ぼすばかりでなく、

「アルコール依存症」になる危険性があります。

不安や憂うつな気持ちを紛らわすために飲んでいると・・・
⇒ アルコールは、ストレスなどからくる不安、憂うつな気持ちを和らげる作用がありますが、一時的なものです。酔

いから覚めた後は、飲む前より気持ちの落ち込みが悪化します。また、酔いは思考の幅を狭め、自暴自棄な結論を
導きやすくさせることから、悩みを紛らわせるために飲酒することは危険です。

眠ろうとして就寝前にお酒を飲んでいると・・・
⇒ 寝る前のお酒は、寝つきをよくする一方、眠りが浅くなることから熟眠感を得られにくく、結果的

に不眠を悪化させたり、不眠を引き起こすことがあります。眠れなくなってつらい時は、専門医に
相談しましょう。

多量飲酒の目安（一日平均）　多量飲酒の方は専門医に相談しましょう

予防接種名 回数 接種対象年齢
ヒブ １～４回 生後2か月～５歳未満
小児用肺炎球菌 １～４回 生後2か月～５歳未満
ＢＣＧ １回 生後12か月未満
四種混合　（百日咳・ジフテリ
ア・破傷風・不活化ポリオ） ４回 生後３か月～90か月未満

水痘 ２回 生後12か月～36か月未満
二種混合（DT） １回 満11歳～13歳未満

麻しん・風しん
１回 1期：生後12か月～24か月未満

１回 2期： ５歳～７歳未満（小学校入学前１年間：保育所や幼稚園の年
長児）

日本脳炎 ４回

１期：３歳～生後90か月未満（３回）
２期：９歳～13歳未満（１回）
※平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれで日本脳炎の接種

が終わっていない方は、特例措置として20歳までの間は接種可
能です。

ビール 1,500㎖ 日本酒 3合弱 焼酎 300㎖ ワイン 600㎖ ウイスキー 1８0㎖
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お茶席でわび・さびを体験
第９回あきたかた市民文化祭「展示芸術の祭典」
　1月24日（日）から1月30日（土）まで、クリスタルアー
ジョにおいて、「展示芸術の祭典」が開催されました。
　絵画・水墨画・絵手紙・デザイン・写真・書・パッチワーク・
工芸・彫塑（ちょうそ）・トールペイント・いけ花・かご編み・
パンフラワー・短歌・俳句・ポーセラーツ・押し花絵・筆文字・
布切り込み絵・切り絵・工作といった部門から、450点の
展示作品が連なりました。また、お茶席やロビーコンサー
ト、ぜんざい振舞いなどの催しも好評で、多くの人で賑わ
いました。出展作品は、第1回から倍近く増え、芸術愛好
者の活動の成果を発表できる祭典となっています。

えほん、だーいすき！
おひざにだっこのおはなしかい
　1月21日（木）、読み語りサークル「ゆかいななかまた
ち」の皆さんと図書館職員による、「おひざにだっこのお
はなしかい」がクリスタルアージョ4階402会議室で催
され、会場には5組11名の親子が集まりました。保護
者の方たちの膝に抱かれた子どもたちは、次々とめくら
れていく絵本の世界に引き込まれ、語りの方の呼びかけ
にも応えて立ち上がったりしていました。「おはなし会」
は、毎月第3木曜日に0歳から4歳を対象に、第4土曜日
には5歳から9歳を対象に行っています。詳しくは☎42
－2421（中央図書館）にお問い合わせください。

王者の挑戦はここから始まる
サンフレッチェ広島　必勝祈願

　昨年のＪ１リーグを年間優勝で飾ったサンフレッチェ広島。今シーズン
を勝ち抜くための必勝祈願が、2月9日（火）に清神社で開催されました。
　当初予定していた日が大雪のため延期となり、また都合のため当日訪れ
た選手は千葉選手と青山選手の２名のみでしたが、今シーズンの活躍を願
い、監督・選手たちは神妙な面持ちで祈願していました。森保監督は挨拶で、
「昨シーズンの応援に感謝しています。広島の皆さんに喜んでいただける
よう、ここ安芸高田市で練習を重ね、一つひとつの試合に最善の準備をし
て今シーズンも戦っていきたいと思います」と力強く語られました。

©2016 S.FC
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体は小さくても一生懸命舞います
第16回新春高宮子ども神楽発表大会
　1月31日（日）、高宮田園パラッツォで新春高宮子ど
も神楽発表大会が開催されました。
　高宮町の子ども神楽団・神楽同好会は羽佐竹・来女木・
原田にある３団体。お祭りや老人ホームの慰問などに向
けて、週に１～２回練習を積んでおり、今回の神楽発表
大会に向けても練習を重ねてきました。ステージの上で
披露される小学生のかわいらしい舞、中学生の勇壮な舞
に、観客はあたたかい拍手を送っていました。子ども神
楽団・神楽同好会の団員たちはお互いに切磋琢磨しなが
ら、これからも練習に励んでいきます。

落語で学ぶ男女の助け合い
笑う門には落語あり
　落語家の秋風亭てい朝さんによる男女共同参画リ
レー講座「笑う門には落語あり」が市内各人権会館・
人権福祉センターで開催されました。
　１月27日（水）は甲田人権会館で開催され、まず
落語とは何なのかをわかりやすくお話いただき、そ
の後、夫婦が題材となった落語を２つ披露。秋風亭
てい朝さんのユーモアあふれる落語に会場はしばし
ば笑いに包まれました。「男女共同参画」というと堅
いイメージを持ってしまいがちですが、落語でわか
りやすく夫婦、男女の助け合いを学びました。

地域包括ケア推進にむけて、住民参加型研修会
地域包括ケア推進研修会
　１月29日（金）、八千代文化施設フォルテにおいて、高齢
者福祉課と八千代大学の共催の講座として「地域包括ケア推
進にむけて、わたしたちができること…」をテーマに、広島
県地域包括ケア推進センターが石口房子さんを招いて講座が
開催されました。今回の講座は、住民参加型であることが大
きな特徴で、4８名の参加者はグループに分かれワークショッ
プを行いました。いつもは、話を聞く事が多い受講生も、自
らが主人公となり、この町で住み続けるために心配なこと、
そして、この町で住み続けるために自分（私たち）ができるこ
とを、グループで活発に意見を交わしていました。

貴重な文化財を私たちが守る！
安芸高田市文化財防火デー訓練
　1月24日（日）、折しもこの冬で一番の寒波が、安
芸高田市を包み込んだ朝。昭和30年から続く「文化財
防火デー」にちなんで、安芸高田消防署及び安芸高田
市消防団吉田方面隊、そして、吉田町竹原地区自主防
災隊のみなさんによって、市指定重要文化財法圓寺茶
室（三菱窟）付近で、火災が発生したことを想定した訓
練が行われました。降りしきる雪の中、自主防災隊に
よる初期消火訓練。消防署及び消防団による放水訓練
が行われ、貴重な文化財を自らの手で守り、次世代に
受け継ぐ大切さを訓練によって確認されていました。
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日
時
　
３
月
12
日
（
土
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
40

場
所
　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
　

ミ
ュ
ー
ズ

鹿
肉
を
使
っ
た
和
食
の
料
理
教
室

安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業
団

☎
42
‐
４
２
８
２
　
Ｆ
42
‐
４
３
２
２

　
安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業
団

で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
地
域
資

源
の
活
用
、
新
し
い
食
文
化
の
振

興
を
目
的
に
「
鹿
肉
を
使
っ
た
和

食
の
料
理
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

3
月
27
日
（
日
）

　
　
　
10
：
00
～
15
：
00

場
所
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
　

　
　
　
調
理
実
習
室

講
師
　「
田
心
」（
広
島
市
中
区
中

町
）
店
主
　
田
中
　
晋
一
朗
さ
ん

会
費
　
１
，５
０
０
円
（
資
料
代
、

昼
食
代
）

定
員
　
20
名

申
込
　
安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事

業
団

申
込
期
限
　

3
月
14
日
（
月
）

市
営
住
宅
の
入
居
を

募
集
し
ま
す

住
宅
政
策
課
　
☎
47
‐
１
２
０
２

映
画
上
映
会
「
戦
場
ぬ
止
み
」

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

「
い
く
さ
ば
ぬ
　
と
ぅ
ど
ぅ
み
」

こ
の
映
画
は
「
日
本
人
が
知
っ
て

い
る
沖
縄
の
基
地
問
題
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
で
す
。

　
基
地
と
折
り
合
っ
て
生
き
る

人
々
の
思
い
や
、
苦
難
の
歴
史
の

な
か
で
培
わ
れ
た
沖
縄
の
豊
か
な

文
化
や
暮
ら
し
も
描
き
だ
さ
れ
た

映
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
講
演
会

安
芸
高
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

下
土
居
初
子
☎
43
‐
１
５
３
３

　
子
育
て
支
援
が
テ
ー
マ
の
講
演

会
で
す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い

る
保
護
者
の
方
に
こ
そ
聞
い
て
欲

し
い
。
だ
か
ら
お
子
さ
ん
連
れ
の

参
加
大
歓
迎
で
す
。
託
児
所
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
時
　
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
00

場
所
　
吉
田
人
権
会
館

演
題
　「
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育

成
の
た
め
に
」

講
師
　
藤
永
　
芳
純
（
大
阪
教
育

大
学
名
誉
教
授
）

【
公
営
住
宅
】

所
得
制
限
　
上
限
あ
り

場
所
　
北
生
住
宅

　
　
　（
美
土
里
町
生
田
）

広
さ
　
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　

1
戸

場
所
　
北
住
宅
（
美
土
里
町
北
）

広
さ
　
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　

1
戸

【
高
宮
若
者
用
マ
ン
シ
ョ
ン
】

場
所
　
虹
の
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　（
高
宮
町
佐
々
部
）

広
さ
　
住
宅
ワ
ン
ル
ー
ム
　

戸
数
　

1
戸

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

所
得
制
限
　
下
限
・
上
限
あ
り

場
所
　
朝
日
が
丘
住
宅

　
　
　（
向
原
町
戸
島
）

広
さ
　
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　

2
戸

場
所
　
尾
原
住
宅

　
　
　（
向
原
町
坂
）

広
さ
　
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
　
２
戸

※
制
限
項
目
や
立
地
条
件
な
ど

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
申
込
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

込
書
等
を
住
宅
政
策
課
で
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

3
月
7
日
（
月
）
か
ら

3
月
22
日
（
火
）
17
：
00
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

住
宅
政
策
課

自
衛
官
募
集

～
平
和
を
仕
事
に
す
る
～

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
卒
程

度
試
験
、
大
学
院
卒
者
試
験
）】

資
格

〈
大
卒
程
度
試
験
〉
22
歳
以
上
26

歳
未
満

〈
大
学
院
卒
者
試
験
〉
20
歳
以
上

28
歳
未
満（
修
士
課
程
修
了
者
等
、

見
込
含
む
）

試
験
　
５
月
14
日
（
飛
行
要
員
希

望
者
以
外
）
／
５
月
15
日
（
飛
行

要
員
者
の
み
）

受
付
　
３
月
１
日
～
５
月
６
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格    

18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

受
付
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。

催

　し

募

　集

尾原住宅
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
、

技
能
公
募
）】

資
格

〈
一
般
公
募
〉
18
歳
以
上
34
歳
未
満

〈
技
能
公
募
〉
18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る
者
（
資
格
に

よ
り
53
歳
未
満
～
55
歳
未
満
）

試
験
　
４
月
15
日
～
19
日
（
い
ず

れ
か
一
日
を
指
定
）

受
付
　
１
月
８
日
～
４
月
８
日

＊
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内
や

要
項
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。

＊
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/

hiroshim
a/

広
島
県
の
最
低
賃
金
の
改
定

商
工
観
光
課
☎
47
‐
４
０
２
４

　
広
島
県
の
最
低
賃
金
は
平
成

27
年
10
月
1
日
か
ら
、
時
間
額

７
６
９
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は

広
島
県
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
４
４

三
次
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
１
０
４

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度

安
芸
高
田
市
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ

～
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
健
診
・

個
別
医
療
機
関
健
診
に
つ
い
て
～

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
３
３

　「
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」
を

4
月
上
旬
に
各
世
帯
主
様
宛
に
郵

送
し
ま
す
。
健
診
日
程
等
の
詳
細

を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
家
族

で
ご
覧
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　「
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」
が

届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

障
害
児
福
祉
手
当
と

特
別
障
害
者
手
当
の

支
給
制
度
が
あ
り
ま
す

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　
重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
が
必
要
な

在
宅
の
方
に
、
そ
の
障
害
の
た
め

必
要
に
な
る
精
神
的
・
物
質
的
な

特
別
の
負
担
の
軽
減
の
一
助
と
し

て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
障
害
の
程
度
、
所
得
制
限
な
ど

の
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象
　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
障
害

児
で
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方

支
給
額
　
月
額
１
万
４
，
４
８
０

円
（
平
成
28
年
１
月
現
在
）

【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象
　
20
歳
以
上
の
在
宅
の
障
害

者
で
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方

支
給
額
　
月
額
２
万
６
，
６
２
０

円
（
平
成
28
年
１
月
現
在
）

※
支
給
月

　
５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月
に

そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
の
３
か
月

分
を
支
給
し
ま
す
。

こ
ま
め
に
歩
こ
う
会

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
３
３

　
健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
協
議

会
で
は
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

誰
で
も
、手
軽
に
で
き
る
」ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆

様
も
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
せ
ん

か
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　

3
月
23
日
（
水
）

受
付
　

9
：
00
　
出
発
　

9
：
30

集
合
場
所
　
吉
田
運
動
公
園

コ
ー
ス
　

4
㎞
程
度
　（
吉
田
運

動
公
園
か
ら
サ
ッ
カ
ー
公
園
に
向

け
て
歩
き
ま
す
）

申
込
不
要
・
参
加
費
無
料

持
参
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と

靴
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
水
分
補
給

の
出
来
る
も
の

※
体
調
に
は
十
分
留
意
し
無
理
の

な
い
よ
う
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
天
候
が
悪
い
時
は
、
中
止
に
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保
健
医
療
課

ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

断
酒
会

広
島
断
酒
ふ
た
ば
会
　
中
田
克
宣

☎
０
９
０
‐
４
８
０
２
‐
１
８
６
５

　
自
分
や
家
族
の
お
酒
の
問
題
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

場
所
・
日
時

●
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
向
原

　
3
月
4
日
（
金
）

　
18
：
30
～
20
：
30

●
吉
田
人
権
会
館

　
3
月
7
日
（
月
）・ 

18
日
（
金
）・

　
28
日
（
月
）

　
19
：
00
～
21
：
00

　
3
月
27
日
（
日
）

　
13
：
30
～
15
：
30

お
知
ら
せ

福

　祉

申
込
期
限
　

4
月
22
日
（
金
）

期
限
を
過
ぎ
て
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

広告
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎₄₂︲₅₆₁₂までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

求
人
求
職
状
況
︵
12
月
分
︶

月
間
有
効
求
職
者
数
　
４
１
６
人

月
間
有
効
求
人
数       

６
５
５
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
１
．
５
７
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
！

☎
42
︲
０
６
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
︲
０
２
２
４

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
寄
附
者
】

下
村
　
博
造
　
様
（
大
阪
府
大
阪
市
）

秋
山
　
宗
一
　
様
（
大
阪
府
堺
市
）

多
賀
　
陽
介
　
様
（
富
山
県
中
新
川
郡
）

多
賀
　
理
香
　
様
（
富
山
県
中
新
川
郡
）

古
川
　
繁
夫
　
様
（
東
京
都
北
区
）

国
司
　
好
美
　
様
（
広
島
県
広
島
市
）

匿
名
希
望
　
　
様
（
３
名
）

（
平
成
28
年
１
月
末
現
在
）

人　口
総人口…30,098 人
　　　  （30,504 人）
男………14,471 人
　　　  （14,661 人）
女………15,627 人
　　　  （15,843 人）
世帯……13,582 戸
　　　  （13,530 戸）
■平成 28 年 2 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　）の数字は前年同
月数値

３月の納税
国民健康保険税 8 期
納期限：3 月 31 日

夜間納付窓口
開設日
 　3 月 24 日（木）

（17：15 ～ 19：00）
開設場所　税務課

（本庁第１庁舎１階）

３月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［ＪＡ吉田総合病院］（吉田町）

平日　17：00 ～翌朝８：30

日・祝日　８：30 ～翌朝８：30

　【内科・外科】☎ 42-0636

※都合により変更になる場合があります。出
かける前に医療機関へお問い合わせください。

お詫びと訂正

　広報あきたかた２月号ホットな話題
（25 ページ）記事中に誤った表記があ
りました。申し訳ありませんでした。
お詫びするとともに、訂正致します。

（誤）「宍
しし
戸
ど
箭
せん
」神社

（正）「宍
しし
戸
ど
司
し
箭
せん
」神社

そ
の
他

中 川 結
ゆ

稀
き

神 田 柊
しゅう

成
せい

河 野 文
ふみ

恵
え

光 田 一
かず

裕
ひろ

砂田 ツヤコ

山 根 民 生

田 淵 榮 子

新家 美惠子

有 木　 馨

西 岡 靜 美

西 岡 基 文

山 本 清 登

植 崎 義 弘

貞葊 ハマヨ

加 藤 琢 三

田 岡 葊 高

鉃 井 康 惠

本 實 夫

住 田　 繁

佐々木 月美

小川 トヨ子

中 村 信 子

渡 邊 正 明

村上 ミツヱ

今井 タツコ

田 中 福 男

竹 貞 治 郎

國 葊 正 海

山 本 和 義

秋 岡 好 夫

重充 喜代子

樋野村 砂子

春 山 勝 城

太 田 和 枝

北 川 俊 三

寺岡 ヨシコ

柿 本 政 司

望 月 美 紀

武 島 省

本 田 結
つぐ

海
み

藤 川 右
う

琉
りゅう

児 玉 柚
ゆ

月
づき

中 村 胡
こ こ ろ

心

中 田 大
たい

翔
せい

福 川 優
ゆ

真
ま

里 㟢 風
ひ ゅ う

友

吉 田 町

（女）

（男）

（女）

（男）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）

（女）

（男）

八千代町

美土里町

高 宮 町 甲 田 町

吉 田 町

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 川 本 ）

（常楽寺）

（下入江）

（ 中 馬 ）

（ 山 手 ）

八千代町

（佐々井）

（ 下 根 ）

（ 勝 田 ）

（ 上 根 ）

美土里町

（ 本 郷 ）

（ 本 郷 ）

（ 北 ）

高 宮 町

（佐々部）

（佐々部）

（来女木）

（ 原 田 ）

（ 川 根 ）

（ 房 後 ）

甲 田 町

（上小原）

（上小原）

（下甲立）

（下甲立）

（ 糘 地 ）

（下小原）

（ 浅 塚 ）

（高田原）

（ 深 瀬 ）

向 原 町

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 長 田 ）

（ 保 垣 ）

₈₅

₆₈

₇₁

₈₂

₇₉

₈₈

₇₄

₇₅

₈₃

₉₅

₈₈

₈₈

₇₇

₈₅

₈₈

₈₇

₉₉

₉₀

₆₁

₉₉

₉₄

₈₁

₉₇

₇₆

₇₅

₇₈

₈₂

₈₇

₇₀

₈₆

₇₁

₈₆

₈₀

₄₆

₉₄

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及び
お問い合わせ先

巡回無料弁護士相談会
注）相談時間はお１人 30 分まで
です
注）相談回数は同じ相談では 1
回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に利
害関係がある場合は、相談をお
断りすることがあります

弁護士が無料でさまざま
な相談をお受けします

3 月 10 日（木） 13：00 ～ 16：00 吉田人権会館

予約は 2 月 25 日（木）から
受付
吉田人権会館

☎ 42 － 2826

3 月 24 日（木） 13：00 ～ 16：00
八千代人権

福祉センター

予約は 3 月 10 日（木）から
受付
八千代人権福祉センター

☎ 52 － 7500

行政相談 

八千代会場
行政相談委員が国の機関
へ苦情や意見などお受け
します

3 月 14 日（月） 13：00 ～ 15：00 八千代人権
福祉センター

総務課

☎ 42 － 5611高宮会場 3 月 19 日（土） 10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館

向原会場 3 月 8 日（火） 10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や意見・
暮らしの心配事の相談な
どお受けします

3 月 3 日（木）
3 月 17 日（木）

10：00 ～ 15：00 吉田人権会館
吉田人権会館

☎ 42 － 2826くらしの総合相談

総合相談　高宮会場 さまざまな暮らしの心配
事相談をお受けします

3 月 8 日（火）
3 月 22 日（火）　

18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館
予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館　

☎ 57 － 1330

年金・労働無料相談会

年金・労働のお悩み、障
害年金請求の記入方法な
どに社会保険労務士がお
答えします

3 月 17 日（木） 13：00 ～ 16：00
クリスタルアージョ

研修室 301

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所

☎ 52 － 3555

生活困窮者相談 生活保護など生活困窮に対
する相談をお受けします 平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談

社会福祉課

☎ 42 － 5615

障害者相談 障害者やその家族の方など
のお悩みをお受けします

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
障害者基幹相談
支援センター　

☎ 47 － 1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談
清風会つぼみ

☎ 47 － 2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談
相談支援事業所もやい

☎ 45 － 2320

高齢者相談 高齢者に関する相談をお
受けします 平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談

地域包括支援センター

☎ 47 － 1132

消費生活相談 悪質な商取引に関する消
費者相談をお受けします 水・金曜日 9：30 ～ 12：00 

13：00 ～ 16：30 電話・窓口相談
消費生活相談室

☎ 42 － 1143

お太助フォン相談 お太助フォンに関する相
談をお受けします 平日 9：30 ～ 18：30 電話・窓口相談

ＣＢＢＳ（中国ブロードバ
ンドサービス株式会社）

☎ 45 － 7017
★お太助フォンからは

　99 － 5500

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気につい
て休日や夜間にアドバイ
スが受けられます

毎日 19：00 ～翌 8：00 電話相談 ☎局番なしの＃ 8000
（携帯電話からも利用可）

３月 の 相 談　                                    
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